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＞＞C O N T E N T S

開聞岳と特攻花‥‥‥‥‥‥‥‥1

憲法公布60年 鹿児島・鹿屋から９条へのおもい ‥2
物産紹介＜鹿児島・指宿＞ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥3

カラー特集

チェコから“ドブリー・イトロ
こ ん に ち は

”‥4・5
海外通信＜イタリア総選挙＞ ‥‥‥‥‥‥‥6

『いい旅いい仲間』30号・創刊10周年記念

臨時特派員 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥6
BOOK GUIDE『ババロン伝説』‥‥‥‥‥‥7
社員登場 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7

アフガニスタンの子どもたちと遊ぼう ‥‥8

カラー
グラビア

連載

連載

連載

―
憲
法
と
平
和
ま
も
る
熱
い
心
―

「大金鶏菊」鹿屋基地に咲いている花（知覧特攻平和会館・提供）

「開聞岳の春」（指宿市観光課・提供）

「春車菊」喜界島に咲いている特攻花（知覧特攻平和会館・提供）

募集

4月から6月の毎土曜日は営業いたしております。
◆営業内容は、電話による受付、事前予約によるカウンター応対。
◆営業時間は、9：30～17：00 ◆4月29日、5月6日は休業します。
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●
戦
艦
大
和
に
乗
船
●

私
は
一
九
四
四
年
三
月
に
海
軍
兵

学
校
を
卒
業
し
て
、
呉
で
戦
艦
大
和

に
乗
船
し
て
、
当
時
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

近
く
に
集
結
し
て
い
た
日
本
海
軍
連

合
艦
隊
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
当
時
、
日
本
海
軍
最
強
の
重
巡
洋

艦
利
根
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
一
九

四
四
年
七
月
、
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
で

日
本
軍
は
敗
北
し
、
サ
イ
パ
ン
が
陥

落
し
た
が
、
利
根
は
こ
の
海
戦
に
参

加
し
、
私
は
は
じ
め
て
米
軍
と
の
戦

闘
を
経
験
し
ま
し
た
。
強
力
な
ア
メ

リ
カ
空
母
、
戦
艦
、
潜
水
艦
の
猛
反

撃
の
前
に
日
本
連
合
艦
隊
は
立
て
直

し
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
利
根
は
弾
薬

や
食
料
調
達
の
た
め
沖
縄
の
中
城
湾

に
連
合
艦
隊
と
共
に
一
時
避
難
し
ま

し
た
。

そ
し
て
再
び
態
勢
を
整
備
し
て
、

一
九
四
四
年
十
月
二
十
日
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
レ
イ
テ
島
に
上
陸
し
て
き
た

米
軍
を
攻
撃
す
る
た
め
の
レ
イ
テ
島

海
戦
に
出
撃
し
ま
し
た
。
こ
の
レ
イ

テ
島
海
戦
こ
そ
、
歴
史
上
艦
艇
に
よ

る
海
上
戦
の
最
後
の
戦
い
と
い
わ
れ

る
も
の
で
、
大
和
・
武
蔵
、
利
根
・

筑
摩
な
ど
五
十
隻
が
参
加
し
、
実
質

的
に
連
合
艦
隊
が
壊
滅
し
た
の
で
し

た
。
私
は
当
時
少
尉
に
任
官
し
、
利

根
の
砲
術
士
（
高
等
射
撃
及
び
機
銃

群
の
指
揮
官
）
を
し
て
お
り
、
レ
イ

テ
沖
海
戦
の
生
き
残
り
の
一
人
と
し

て
、
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
幾
つ
か

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
録
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
戦
艦
武
蔵
の
最
後
を
目
撃
●

栗
田
中
将
率
い
る
第
七
艦
隊
は
、

大
和
・
武
蔵
の
巨
大
戦
艦
や
利
根
・

筑
摩
な
ど
の
日
本
海
軍
の
戦
闘
能
力

を
誇
る
部
隊
で
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ

軍
は
空
か
ら
Ｂ
２
９
な
ど
に
よ
る
爆

撃
と
、
既
に
日
本
海
軍
が
壊
滅
状
態

に
あ
っ
た
潜
水
艦
に
よ
る
魚
雷
攻
撃

で
、
艦
対
艦
の
攻
撃
の
始
ま
る
ま
で

に
既
に
次
々
と
撃
沈
さ
れ
る
姿
を
眼

の
当
た
り
に
す
る
毎
日
で
し
た
。
戦

艦
武
蔵
も
不
沈
戦
艦
と
し
て
大
和
と

と
も
に
巨
艦
で
し
た
が
、
遂
に
レ
イ

テ
沖
に
向
か
う
途
中
撃
沈
さ
れ
ま
し

た
。
軍
艦
利
根
の
艦
長
と
武
蔵
の
艦

長
は
特
に
懇
意
の
仲
と
の
こ
と
で
、

隊
列
か
ら
少
し
離
れ
て
沈
み
行
く
武

蔵
の
最
後
を
見
守
り
ま
し
た
。

こ
の
時
、
制
海
、
空
権
と
も
に
ア

メ
リ
カ
軍
に
奪
わ
れ
た
日
本
海
軍
は
、

「
敗
色
濃
厚
」
と
い
う
印
象
を
強
く
受

け
ま
し
た
。（
勿
論
口
に
は
出
せ
ま
せ

ん
で
し
た
が
）
今
も
最
後
の
武
蔵
の

姿
が
瞼
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

●
人
間
魚
雷
「
回
天
」
●

十
月
二
十
四
日
、
敵
艦
上
機
約
二

百
五
十
機
の
五
回
に
わ
た
る
猛
攻
で

戦
艦
大
和
も
損
傷
す
る
と
と
も
に
、

巡
洋
艦
愛
宕
に
は
栗
田
第
二
艦
対
指

令
長
官
が
指
揮
を
と
っ
て
い
た
が
沈

没
し
ま
し
た
。
栗
田
中
将
は
利
根
の

救
助
艦
で
参
謀
二
人
と
共
に
利
根
の

後
甲
板
（
飛
行
甲
板
）
に
救
助
さ
れ

た
。
そ
の
時
長
官
の
手
を
と
り
引
き

揚
げ
た
の
は
私
で
し
た
。
後
に
長
官

は
大
和
に
乗
り
換
え
た
。
そ
の
時
参

謀
は
天
皇
の
写
真
（
御
真
影
）
を
奉

じ
て
い
た
が
、
私
は
自
分
の
生
死
が

問
わ
れ
て
い
る
瞬
間
に
も
天
皇
の
写

真
を
守
る
上
官
達
の
姿
を
唖
然
と
し

た
気
持
ち
で
見
て
い
た
の
を
今
で
も

忘
れ
ま
せ
ん
。

利
根
も
爆
撃
で
艦
な
ど
を
損
傷
し

な
が
ら
、
低
速
で
や
っ
と
海
南
島
や

台
湾
を
経
て
母
港
舞
鶴
に
た
ど
り
つ

い
た
の
が
十
一
月
の
は
じ
め
で
し
た
。

こ
の
間
乗
員
の
三
分
の
一
近
く
の
三

百
名
余
が
艦
上
で
戦
死
し
ま
し
た
が
、

私
は
一
人
と
し
て
「
天
皇
陛
下
万
歳
」

と
言
っ
た
者
を
み
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
み
ん
な
大
部
分
が
「
お
母
さ

ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
戦
争
の

無
謀
さ
で
命
を
犠
牲
に
し
た
多
く
の

戦
友
や
部
下
の
こ
と
を
六
十
年
経
っ

た
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、

人
間
魚
雷
「
回
天
」
の
隊
長
を
つ
と

め
爆
薬
を
つ
み
出
撃
間
近
に
ひ
か
え

て
い
た
時
、
終
戦
と
な
り
、
結
局
私

は
命
拾
い
し
た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
日
本
の
農
業
・
憲
法
を
守
る

大
切
さ
●

戦
後
、
農
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
憲
法
を
含
め
様
々
な
要
求
を

ア
メ
リ
カ
か
ら
受
け
て
い
る
政
府
に

私
は
言
い
た
い
。
ア
メ
リ
カ
の
い
い

な
り
に
な
っ
て
は
日
本
の
農
業
、
世

界
の
食
料
問
題
、
さ
て
は
地
球
環
境

の
破
壊
か
ら
滅
亡
へ
の
過
程
に
す
す

む
と
い
う
危
機
感
を
も
っ
て
い
ま
す
。

農
業
は
単
な
る
経
済
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
地
域
に
根
ざ
し
た
環
境
と

自
然
を
生
か
し
た
健
全
な
農
業
を
す

る
こ
と
に
よ
り
争
い
は
な
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
農
業
を
単
な
る
物
又
は

金
、
更
に
投
機
マ
ネ
ー
の
支
配
下
に

す
る
と
世
界
の
農
業
は
な
く
な
る
。

植
物
も
動
物
も
水
も
そ
し
て
土
、
大

地
も
人
間
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

自
由
経
済
の
対
象
物
と
し
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

戦
後
六
十
一
年
、
憲
法
公
布
六
〇

年
を
迎
え
る
今
年
、
教
育
基
本
法
、

九
条
改
悪
の
動
き
が
目
立
っ
て
い
ま

す
が
、
平
和
で
な
け
れ
ば
農
業
は
で

き
ま
せ
ん
。
特
に
教
育
は
と
て
も
大

事
で
す
。
軍
国
教
育
で
育
っ
た
私
は

旧
制
中
学
を
卒
業
後
、
家
が
貧
乏
な

為
、
お
金
が
か
か
ら
な
い
海
軍
兵
学

校
へ
進
学
し
ま
し
た
。
再
び
軍
国
教

育
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対

阻
止
し
た
い
。
い
つ
か
来
た
道
を
逆

戻
り
す
る
こ
と
な
く
、
憲
法
九
条
、

教
育
基
本
法
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を

元
特
攻
隊
経
験
者
と
し
て
若
い
世
代

の
方
た
ち
に
訴
え
て
い
き
た
い
で
す
。

（
ま
と
は
ら
・
い
さ
お
）

憲法公布 6 0 年

鹿児島・鹿屋から９条へのおもい

戦場でみたもの
ＪＡ鹿児島県肝付郡吾平町理事
農民運動鹿児島県連合会顧問

眞戸原 勲

旅
行
会
社
に
と
っ
て
こ
の
十
年
は
、
消
費
不
況
、

テ
ロ
と
中
東
で
の
戦
争
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
な
ど
苦
難
と

の
闘
い
の
連
続
で
し
た
。

お
客
様
に
と
っ
て
も
、
生
活
・
労
働
・
経
済
の

諸
条
件
の
悪
化
が
重
な
り
、
豊
か
な
人
生
を
楽
し

み
、
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
旅
行
／
レ
ジ
ャ

ー
／
文
化
活
動
に
費
や
す
時
間
や
予
算
が
削
ら
れ

続
け
る
十
年
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
時
代
に
、
お
客
様
の
事
業
や
豊
か
な
人

生
の
た
め
の
「
い
い
旅
」
づ
く
り
の
努
力
を
続
け
、

今
日
ま
で
こ
の
新
聞
を
発
行
し
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
お
客
さ
ま
と
取
引
先
の
み
な
さ
ま
、
そ
し

て
社
員
や
ご
家
族
の
ご
支
援
と
ご
協
力
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

不
況
と
粗
悪
な
安
売
り
旅
行
に
負
け
な
い
た
め

に
、
十
年
前
に
三
つ
の
策
を
実
行
し
ま
し
た
。
第

一
は
説
明
会
が
で
き
る
新
事
務
所
、
第
二
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
情
報
通
信
網
の
活
用
、
第
三
は

こ
の
新
聞
で
し
た
。

こ
の
新
聞
で
目
指
し
た
こ
と

は
、
○１
旅
行
商
品
の
押
し
付
け
を

や
め
、
旅
行
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
、
○２
お
客
さ
ま
が
登
場
し
、
お

客
さ
ま
ど
う
し
の
交
流
が
で
き
、
○３

会
社
と
お
客
様
と
の
双
方
向
の
情
報

交
換
な
ど
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
新
鮮
な
情
報
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
旅
っ
て
何
だ
ろ
う
、

旅
の
真
の
楽
し
み
、
旅
で
得
ら
れ
る
も
の
、
旅
で

学
べ
る
こ
と
な
ど
な
ど
の
発
信
を
続
け
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
い
い
旅
」
へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

富
士
国
際
旅
行
社
　
社
長
　
市
原
芳
夫

創
刊
10
年
に
あ
た
り

鹿児島名物“大根やぐら”

創
刊
号
（
一
九
九
六
年
九
月
二
十
日
発
行
）

4月 9日（日）～4月12日（水）119,000円
7月10日（月）～7月13日（木）119,000円
★奄美に魅せられ移り住んだ画家・田中一村。美
術館と一村が惹きつけられた奄美の自然を満
喫。
★自然観察の森やマングローブ原生林、グラスボ
ートでさんご礁など見学。
①各地空港→奄美　田中一村美術館＜名瀬市泊＞
②長雲自然科学の森とマングローブ原生林の見学　

＜瀬戸内町泊＞
③遊覧船で加計呂麻島へ　
加計呂麻島見学

＜瀬戸内町泊＞
④大島紬村見学
奄美→各地空港

4月 2日（日）～4月 4日（火）69,800円
5月14日（日）～5月16日（火）69,800円
★フェリーで津堅島に渡り、激戦地と言われた戦
跡を巡る。

★津堅島の人々の文化や生活に触れられる“民泊”
（ホームステイ）体験。
①各地空港→那覇　中部基地見学　平屋敷港→津
堅港　　　　　　　　　　　　　＜津堅島泊＞
②津堅島島内見学　　　　　　　＜那覇市内泊＞
③自由行動
那覇→各地空港

7月23日（日）～7月26日（水）89,800円
8月27日（日）～8月30日（水）89,800円
★かつての激戦地伊江島を訪ね、戦後の土地闘争
を学ぶ。
★南部戦跡、中部基地を地元の平和ガイドがご案
内します。
①各地空港→那覇　首里城見学・対馬丸記念館見
学　　　　　　　　　　　　　＜那覇市内泊＞
②南部戦跡・中部基地見学　　　＜本部半島泊＞
③本部港→伊江島　伊江島島内見学　伊江島→本
部港→那覇　　　　　　
＜那覇市内泊＞
④自由行動
那覇→各地空港

4月19日（水）～4月21日（金）79,800円
5月28日（日）～5月30日（火）79,800円
7月27日（木）～7月29日（土）89,800円
★戦艦大和の乗船経験をもち、戦艦武蔵の最後を
見てきた真戸原氏（上記記事掲載）による、南
九州の特攻基地や人間魚雷についてのお話。
①各地空港→鹿児島　知覧見学と池田湖見学・湖
南丸の碑見学　　　　　　　　＜指宿温泉泊＞
②山川港→根占港　鹿屋と南郷町・都井岬見学

＜宮崎市泊＞
③平和台公園と青島
見学　宮崎→各地
空港

南国で自然を満喫 津堅島に民泊（ホームステイ） 「命どぅ宝」の島で考える戦争と平和 知覧・鹿屋・南郷町を訪ねる
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ふじもとすみえ。家庭科教育
研究家。日本ＡＡＬＡ理事　藤 本 了 江 さ ん の

（

（

●1 トマトはヘタを切り落とし、まわりを

１cm残してくり抜く。

●2 ベーコン、ピーマン、チーズはそれぞ

れ５mm角に切る。

●3 マッシュルームは薄切り、玉ねぎとパ

セリはみじん切りにする。

●4 ○1 のくり抜いた部分と○2 と○3 を合わ

せ、卵を割り入れ、パン粉を加えて軽

く混ぜ、○1 のトマトケースに詰める。

●5 オーブン皿に○4 のトマトにトマトのヘ

タをのせたものを並べ、190度で約30

分焼く。

材料（５人分）

スペイン トマテス・アル・オルノ（トマトのオーブン焼き）

トマト ‥‥‥‥‥‥‥大４個

ベーコン ‥‥‥‥‥‥‥３枚

ピーマン ‥‥‥‥‥‥‥１個

マッシュルーム‥‥‥‥80ｇ

玉ねぎ ‥‥‥‥‥‥‥1/2個

チーズ（チェダーチーズ） 150ｇ

パセリ ‥‥‥‥‥‥‥‥１枝

卵 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１個

パン粉 ‥‥‥‥‥‥大さじ４

塩・こしょう ‥‥‥‥各少々

連載30
かもがわ出版「家庭でできるエスニック料理」より

郷土のおすすめ特産品 

物産紹介 第6回 

日 付 曜

3月16日 木 18:30- 来日歓迎レセプション（エデュカス東京／150人）

20日 月 18:30- 沖縄歓迎集会（沖縄教育福祉会館ホール／350人）

21日 火 17:30- 高知歓迎集会（高知城ホール／200人)

22日 水 18:00- 福岡歓迎集会（福岡市民会館小ホール／300人）

23日 木 18:30- 岡山歓迎集会（県総合福祉会館／300人）

24日 金 18:00- 兵庫歓迎集会（神戸勤労会館大ホール／500人）

25日 土 14:00- 大阪歓迎集会（いきいきエイジングセンターホール／400人）

27日 月 18:30- 富山歓迎集会（ボルファートとやま／150人）

28日 火 18:30- 愛知歓迎集会（愛知民主会館ホール／150人）

29日 水 18:30- 長野歓迎集会（ホテル信濃路／200人）

30日 木 14:00- 群馬歓迎集会（前橋市総合福祉会館多目的ホール／500人）

31日 金 18:40- 千葉歓迎集会（千葉市民会館小ホール／300人）

4月 1日 土 14:00- 三多摩歓迎集会（八王子労政会館／250人）

3日 月 18:30- 神奈川歓迎集会（県民ホール会議室／250人）

4日 火 18:30- さいたま歓迎集会（さいたま共催会館／400人）

5日 水 18:00- 山形歓迎集会（出羽庄内国際村ホール／300人）

6日 木 18:15- 宮城歓迎集会（青年文化センターホール／500人)

8日 土 19:00- 北海道歓迎集会（札幌エルプラザホール／600人)

10日 月 18:30- 東京歓迎集会（豊島公会堂／800人）

代表団（ベネズエラ国際連帯委員会）

団長　ロサリオ・パチェコ
国会議員（科学技術通信委員会
付属通信委員会委員長・第5共
和国運動所属）

団員　フェリーぺ・フィゲロア
労働組合幹部

団員　エレーナ・リナーレス
中学校教師

薩
摩
半
島
の
南
端
、
山
川
。
開
聞
岳
の

す
そ
野
に
広
が
る
豊
か
な
大
地
と
、
年
間

平
均
気
温
十
八
・
五
度
の
温
暖
な
気
候
に

恵
ま
れ
た
環
境
で
元
気
に
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。

『
い
ぶ
す
き
産
直
セ
ン
タ
ー
』
は
“
安
心
・
安

全
な
や
さ
い
を
社
会
に
提
供
す
る
”
と
い
う
理
念

の
も
と
に
集
ま
っ
た
生
産
者
自
身
の
手
で
つ
く
ら

れ
た
組
織
で
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
野
菜

の
お
い
し
さ
を
伝
え
た
い
、
そ
し
て
農
業
の
大
切

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
ん
な
想
い
を
込
め

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

土
に
は
微
生
物
の
力
を
借
り
る
た
め
に
堆
肥
を

入
れ
、
海
水
、
草
、
こ
の
土
地
だ
か
ら
鰹
節
の
削

り
粉
も
入
れ
て
混
ぜ
ま
す
。
や
が
て
土
は
熱
を
持

ち
始
め
、
微
生
物
が
育
ち
ま
す
。
だ
か
ら
、
噛
め

ば
噛
む
ほ
ど
独
特
の
甘
さ
が
口
に
広
が
り
、
野
菜

本
来
の
味
が
す
る
の
で
す
。
自
然
の
力
を
借
り
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
野
菜
の
生
育
に
合
っ
た
季
節
に
し
か

つ
く
ら
な
い
の
で
、
味
も
香
り
も
歯
ご
た
え
も
違

い
ま
す
。

鹿
児
島
県
の
南
薩
摩
に
あ
る
山
川
に
は

「
水
底
の
う
た
」
と
い
う
鎮
魂
像
が
建
っ
て

い
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
時
、
沖
縄
か
ら
の

若
い
命
を
乗
せ
た
「
湖
南
丸
」
が
撃
沈
さ

れ
た
こ
と
を
象
徴
し
た
像
で
す
。
こ
の
と

き
危
急
を
知
っ
た
山
川
人
た
ち
は
救
助
へ

駆
け
つ
け
た
そ
う
で
す
。

「
い
ぶ
す
き
産
直
セ
ン
タ
ー
」
の
組
合

員
で
つ
く
る
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
に
は
、

こ
ん
な
思
い
や
り
と
真
剣
さ
を
受
け
継
い

だ
魂
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
、
甘
く
て
、

力
強
い
味
が
し

ま
す
。
お
試
し

に
な
り
た
い
方

は
、
ぜ
ひ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
県
指
宿
市
議
会
議
員
　
吉
村
重
則

わたしたちがつくっています。

鎮魂像「水底のうた」

薩摩富士の異名を誇る「開聞岳」

野菜は旬が命です。 種から畑に植えて苗をつくります。 微生物が育った元気な土。

●出荷に関するお問い合せは

いぶすき産直センター　TEL：0993-35-3312
〒891-0516 鹿児島県指宿市山川成川544

前号でお知らせしましたベネズエラ代表団歓迎連帯集会の詳細が決まりました。
お問い合わせはすべて、日本ＡＡＬＡ事務所 Tel 03-5363-3470 / Fax 03-3357-6255まで。
ホームページ：http://www2u.biglobe.ne.jp/̃jaalo/

5月13日（土）～5月15日（月）38,000円
★賢治を生み育てたイーハトーブ岩手、三上満さ
んによる案内で、宮沢賢治の世界をゆっくり3
日間めぐります。
★賢治ゆかりの大沢温泉でゆっくりおくつろぎく
ださい。
①一ノ関駅（東北新幹線）集合　睦中松川・種山
ヶ原など見学　　　　　　　　＜大沢温泉泊＞
②記念館や花巻農業高校・賢治生家・ぎんどろ公
園など　　　　　　　　　　＜つなぎ温泉泊＞
③小岩井農場　くらかけ山麓　盛岡市内見学
盛岡駅解散

7月6日（木）～7月8日（土） 87,800円
★うたごえ喫茶ともしびでご活躍のソプラノ歌手
小川邦美子さんが石川啄木の魅力を歌います。

★北海道の釧路啄木研究会の方に、石川啄木の釧
路での足跡を案内してもらいます。

①羽田空港→釧路空港　石川啄木文学コース、
24の歌碑を巡る。夜：講演会「釧路と啄木に
ついて」釧路啄木研究会　　　　　＜釧路泊＞

②釧路湿原見学・夜：小川邦美子コンサート
＜釧路泊＞

③自由行動　釧路空港
→羽田空港

三上満さんによるご案内 うたごえ喫茶ともしび・釧路啄木研究会共同企画
小川邦美子コンサート in 釧路
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いのちの旋律
チェコ日本友好協会会長　

クリスチーナ・コパチコワ（花ツアー代表取締役）

富士国際旅行社（FITS）との最初の出会いは、

まだベルベット革命前で、私は国営旅行社の日本語通訳・ガイドでした。楽

しくやさしく活動的なお客様方であったことと滞在プログラムが面白く独特

のもので、私にとっても楽しく勉強になった仕事でした。20年以上も前のこ

とになります。

ベルベット革命後、国営旅行社だけの独占ではなくなり、私はチェコと日

本の友好促進を目的とした旅行社を設立いたしました。そして、1993年プラ

ハでFITSの木庭さんとお会いし、業務提携をしました。FITSの旅行企画はど

れも独創的で意義深いものばかりでした。正に楽しい経験を分ち合い、また

ピンチも力を合わせて解決してまいりました。

印象深かったのは、“いのちの旋律”をテーマのムジカ音楽・教育・文化

研究所のコンサートツアーです。テレジン市との友好関係を築くお手伝いが

できたことをとても嬉しく名誉に思っています。訪問を機に、ムジカはピア

ノを日本から市の文化ホールに寄贈してくださり、市民からとても感謝され

ています。当時テレジンにあったのはボロボロのピアノだったのです。寄贈

記念コンサートでは、テレジン強制収容所で若くして命をおとしたピアニス

トのG.クラインの曲を志村泉さんが弾いてくださいました。チェコ人として

この仕事に従事していたことは、無類の喜びとなりました。

またFITSのお客様が数多く訪問された“ナチスにより消滅させられた”リ

ディツェ村では、その記憶を残すために子どもの記念碑が建立されました。

何人かの子どもの像は日本の方々からの寄付でつくられたのです。

私たちの希望は、多くの日本の方にチェコを訪れていただき、直にチェコ

の空気を吸って雰囲気を感じ取り、チェコの文化、歴史を理解し、チェコ人

の現在の生活を知っていただくことです。そして仲良く相互理解をしていく

ことです。

本年、私はチェコ日本友好協会の会長に選ばれました。チェコと日本の友

好関係が益々実り多いものとなるよう願っておりますし、微力ながら努力す

るつもりです。チェコに来て、私たちとの友情を深めてください。

『プラハの春』音楽祭で2つのコンサートを聴く

5月8日（月）～16日(火) 353,000円　定員20名　
成田5ウィーン②8ドナウ川クルーズ6

チェスキー・クルムロフ②6プラハ③5①5成田

■プラハの春コンサート２つの演目■
＊スメタナ作曲「わが祖国」：プラハ放送交響楽団
＊モーツァルト「交響曲第38番プラハ」、マーラ「交響曲第４番」：ウィ
ーンフィル

残席わずか

お気に入りの町で暮らしてみませんか。
魅力一杯の都市では、一週間あっても飽き足りません。博物館、美術館めぐり、コンサート、オペラの鑑
賞、散策、お買物に郷土料理、その町を拠点に郊外や地方へと足を伸ばすこともできます。ご好評をいた
だいておりますお二人から安心して出発できるベトナム、中国シリーズに加え、次の都市を準備中です。

■企画準備中（5月からスタート予定） ★ご意見・ご希望をお寄せください。
◎1ウィーク　イン　プラハ　　◎1ウィーク　イン　ウィーン　◎1ウィーク　イン　ローマ　
◎1ウィーク　イン　フィレンツェ　◎1ウィーク　イン　パリ　
☆往復航空運賃、ホテル、日本語ガイド、専用車付

こ

ん

に

ち

は

チ
ェ
コ
か
ら

“

”
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モーツァルト イン プラハ
チェコの首都プラハは千年の歴史を持つ古都で

す。第二次世界大戦で建物だけは戦禍を免れ、旧市街

にはロマネスク、ゴジック、ルネッサンス、バロック、ロコ

コなどの建築様式の建造物が博物館のように建ち並んでいます。その美しさを

称えて、“黄金のプラハ”とか“百塔の町”と呼ばれています。

豊かな文化を持つ国の首都では、考古学、歴史、自然科学、動物学、演劇な

ど広範囲なコレクションの国民博物館、傑作ぞろいといわれるプラハ国立美術

館、国民劇場での演劇、オペラ、バレー、コンサート、伝統的な人形劇もあり、

楽しみは尽きません。５月には“プラハの春　音楽祭”が開催されます。

今年はモーツァルト生誕250年にあたりますが、映画『アマデウス』に登場す

るシーンの多くがこのプラハで撮影されました。

モーツァルトは生涯を通じて４回プラハを訪ねています。最初の訪問は31歳、

親友ドゥシェク夫妻の招待を受け、別荘を提供されました。この滞在でオペラ

「ドン・ジョバンニ」を完成させました。彼の最後の旅行先もプラハで、交響曲

第38番「プラハ」に象徴されるように、晩年の作曲活動とこの町は切り離せな

い存在でした。プラハにあるモーツァルトの足跡のいくつかをご紹介します。

トゥーン宮殿

1787年ザルツブルク大司教トゥーン伯の招きでその宮殿に滞在。

秋の２度目のプラハ旅行でベルトラムカ荘に滞在。

1791年皇帝レオポルト２世の戴冠式用に「ティトの慈悲」を作曲。

ベルトラムカ荘

1787年と1791年にプラハを訪れたW.A.モーツァルトは、ベルトラムカ荘の客

人となりました。モーツァルトはここで、ドン・ジョバンニの序曲とアリア

[ベラミヤフィヤマ、アディオ（さらば、愛しの人よ）]を作曲。現在、ベルト

ラムカはモーツァルト記念館となり、しばしば野外コンサートが催されてい

ます。ベルトラムカ荘ではお茶とビスケットで寛いで下さい。

エステート劇場

1787年10月29日「フィガロの結婚」が大ヒットとなり、モーツァルトは招待さ

れる。モーツァルト自身の指揮でオペラ『ドン・ジョバンニ』上演。このオ

ペラははこの劇場のために作られたオペラ。

1791年9月6日『ラ・クレメンザ・ディ・チト』を世界に先駆けて初演。エステ

ート劇場のソリスト、ブタチスラフ・クジーシ氏が案内してくれます。

聖ニコラス教会

モーツァルトの死（1791年12月）後、最初の追悼ミサが２人の息子も参列して

行われた。

紀元前700～200年頃　ケルト系ボエル人（ボヘミアの起源）、ゲルマン人など居住

921年 ボヘミア公国建立

1231年 ヴァーツラフ１世のもと、旧市街は自治都市となり城壁が築かれる

1355年 カレル4世、神聖ローマ帝国皇帝となり、ボヘミア王国建立。プラハが首都になる

1357年 洪水で壊れたユディティン橋に代わり石橋（カレル橋）が完成

1526年 ハプスブルク家のフェルニナンがボヘミア王に選ばれる

ハプスブルク家の強力な支配が継続する（～1918年）

1618年 カトリックとプロテスタントの宗教対立再び激化、30年戦争（～1648年）

1918年 チェコ共和国誕生。その後スロヴァキアが合流

1938年 ミュンヘン講和条約でズデーテンは、ヒットラーのドイツに譲られる

1939年 残りの部分もナチスドイツに併合され、ボヘミアとモラヴィアは保護国となる。民族

独立を願う多くの進歩的愛国者が暗殺され、国民による抵抗運動が共産党を中心に組

織される

1942年 5月ナチのチェコ総督ハイドリッヒ暗殺される。ヒットラーの命令でリディツエ村消滅

1945年 第2次世界大戦終結、独立回復。コシチェ計画により社会主義化始まる

1948年 共産党、クーデターにより政権奪取

1960年 チェコスロヴァキア社会主義共和国成立

1968年 ワルシャワ条約軍の侵略、スヴォボダ・デュプチェク改革終焉（「プラハの春」）

1988年 11月「ベルベット革命」起こる、共産党中央委員会解散

12月デュプチェクが国会議長に、ハヴェルが大統領に選ばれる

1993年 １月平和的にチェコ共和国とスロヴァキア共和国になる

2005年 ４月イジー・パロウベク首相就任、ツィリル・スヴォボダ外相再任

チェコの近・現代略史
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イ
タ
リ
ア
で
の
通
訳
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
石
田
泰
さ
ん
よ
り
、
エ
ッ
セ
イ
を
送
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
紙
数
の
都
合
で
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。
全
文
は
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
選
挙
の
前
夜

二
月
十
一
日
チ
ャ
ン
ピ
大
統
領
は

上
下
両
院
の
議
会
を
解
散
し
、
四
月

九
・
十
日
の
投
票
日
を
確
定
。
イ
タ

リ
ア
は
全
面
的
な
選
挙
戦
に
突
入
し

た
。こ

の
日
の
夜
は
、
八
二
カ
国
が
参

加
す
る
第
二
〇
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
ト
リ
ノ
大
会
開
会
日
で
あ
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
一
九
六
〇
年
ロ
ー
マ
大
会
以

来
四
〇
年
ぶ
り
。
チ
ャ
ン
ピ
大
統
領

夫
妻
は
開
会
式
に
出
席
し
た
が
、
政

府
を
代
表
す
る
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
首

相
が
欠
席
す
る
異
常
な
セ
レ
モ
ニ
ー

で
あ
っ
た
。

な
に
が
何
で
も
政
権
に

し
が
み
つ
く
醜
い
首
相

今
回
の
総
選
挙
は
周
知
の
よ
う

に
、
今
後
七
年
間
イ
タ
リ
ア
の
舵
取

り
を
決
め
る
総
選
挙
後
の
大
統
領
選

挙
、
そ
し
て
秋
に
は
憲
法
改
正
を
め

ぐ
る
国
民
投
票
に
続
く
イ
タ
リ
ア
共

和
国
の
将
来
を
決
定
す
る
極
め
て
重

大
な
総
選
挙
と
な
る
。
現
首
相
の
ベ

ル
ル
ス
コ
ー
ニ
に
は
一
昨
年
の
欧
州

議
会
選
挙
で
敗
北
し
、
昨
年
の
全
国

州
議
会
・
知
事
選
で
大
敗
、
実
質
的

な
統
治
権
を
失
い
政
権
を
ゆ
だ
ね
る

市
民
感
情
と
の
乖
離
は
大
き
い
。
総

選
挙
に
勝
ち
抜
く
為
に
上
下
両
院
の

多
数
を
頼
み
に
、
最
後
の
仕
上
げ
と

し
て
昨
年
十
二
月
十
四
日
上
院
で
選

挙
法
を
完
全
比
例
代
表
制
に
戻
す
法

案
を
、
賛
成
一
六
〇
、
反
対
一
一
九
、

棄
権
六
を
も
っ
て
自
派
に
有
利
な
選

挙
法
を
改
正
し
た
。
五
年
間
の
右
派

政
権
の
失
政
は
大
き
く
、
反
対
に
左

派
は
有
利
に
展
開
し
て
少
な
く
と
も

昨
年
秋
ま
で
の
予
想
で
は
左
派
が
大

勝
す
る
予
測
が
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
一
月
に
入
っ
て
左
派
支

持
者
の
数
百
万
票
が
棄
権
に
廻
り
そ

う
な
情
勢
で
青
か
ら
黄
色
信
号
に
変

わ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
国
営
Ｔ
Ｖ

三
局
と
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
自
身
が
持

つ
民
営
Ｔ
Ｖ
三
局
を
正
に
私
物
化
し

た
Ｔ
Ｖ
と
ラ
ジ
オ
出
演
に
よ
る
執
拗

な
反
共
宣
伝
と
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
に

は
パ
ル
・
コ
ン
デ
イ
チ
ョ
ン
法
と
呼

ば
れ
る
マ
ス
メ
デ
イ
ア
に
お
け
る
与

野
党
に
対
す
る
時
間
配
分
平
等
法
が

有
る
の
だ
が
、
全
く
法
無
視
で
毎
日

の
よ
う
に
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
放
送
に

出
演
し
て
い
る
。
先
の
ト
リ
ノ
で
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
に
も
出
ず
、

テ
レ
ビ
出
演
し
て
い
る
。
余
り
の
ひ

ど
さ
に
Ｔ
Ｖ
監
視
委
員
会
か
ら
Ｔ
Ｖ

４
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
罰
金
刑
ま
で
言
い

渡
さ
れ
て
い
る
。

事
の
始
ま
り
は
‥
‥

Ｄ
Ｓ
左
翼
民
主
主
義
者
と
日
本
の

労
働
金
庫
＋
中
央
労
災
に
相
当
す
る

レ
ガ
コ
ー
プ
連
合
参
加
の
金
融
（
保

険
と
銀
行
）
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
グ
ル
ー

プ
と
の
癒
着
の
疑
惑
が
表
面
化
し
て

Ｄ
Ｓ
の
清
潔
な
左
派
イ
メ
ー
ジ
を
灰

色
に
染
め
て
し
ま
っ
た
。
ベ
ル
ル
ス

コ
ー
ニ
首
相
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

の
恒
例
の
年
末
記
者
会
見
で
は
じ
め

た
名
指
し
の
左
翼
指
導
者
に
対
す
る

攻
撃
理
由
は
「
イ
タ
リ
ア
生
協
活
動

の
金
融
元
が
左
派
政
党
に
不
正
融
資

が
さ
れ
て
い
る
疑
惑
を
ミ
ラ
ノ
地
検

が
調
査
に
乗
り
出
し
た
。」
と
生
協
連

と
Ｄ
Ｓ
議
長
と
書
記
長
を
攻
撃
。
そ

の
後
、
検
察
は
「
事
実
は
有
っ
た
が

違
法
で
は
な
い
。」
と
表
明
し
た
。
今

度
は
「
検
察
が
不
正
疑
惑
を
も
み
消

し
司
法
は
ア
カ
だ
」
と
言
い
出
し
、

流
石
の
連
合
与
党
内
の
各
党
指
導
者

も
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
に
対
し
て
政
策

で
論
議
す
べ
き
で
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
、

個
人
攻
撃
は
右
派
の
勝
利
に
は
結
び

つ
か
な
い
、
と
水
を
差
さ
れ
た
。
そ

れ
で
も
、
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
は
個
人

攻
撃
と
ア
カ
攻
撃
を
辞
め
ず
、
Ｄ
Ｓ

か
ら
告
訴
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
の
常
識

を
逸
し
た
よ
う
な
反
共
攻
撃
に
も
か

か
わ
ら
ず
二
月
初
め
の
世
論
調
査
で

は
中
道
左
派
が
中
道
右
派
よ
り
約
五

ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。

（
い
し
だ
ひ
ろ
し
・
通
訳
　
ア
レ
ッ
ツ
ォ
在
住
）

石田　泰
応募条件
１、本紙創刊の1996年１月以降、当社主催、もしくは当社取扱の国内・海外団体旅行
にご参加いただいたお客様

２、海外特派員は、出発日時点で有効な旅券（残存期間3ヶ月以上）をお持ちの方
３、20歳以上70歳以下の方で、単独で旅行が可能な方
４、帰着後、次号（8月15日発行）に原稿（2000字程度）を寄せていただきます
５、出発空港までの交通費、および前・後泊の宿泊代、現地での個人的費用はご負担

頂きます

応募方法　
官製ハガキでご応募ください。（お名前、ご住所、
電話番号、希望コース、旅券の有無、参加したツ
アー名をご記入ください。）

締め切り
4月17日（月）（当日の消印まで受付いたします）

抽選結果の発表　
本紙編集委員会で厳正なる抽選の上、特派員を決
定いたします。結果につきましては次号に特集記
事でご紹介いたします。奮ってご応募ください。

http://sun.ap.teacup.com/mirabella/

注・ＤＳ：旧イタリア共産党PCIから、ＤＳ左翼民主

主義者、RIFONDAZIONE共産主義者再建党に分かれる。

その後、RIFONDAZIONEはPDCIイタリア共産主義者

党に分かれる。

最寄駅：ＪＲ・新宿駅南口・中央東口より徒歩8分　
東京メトロ丸ノ内線・都営新宿線・新宿三丁目駅より徒歩3分

担当：柳下（やぎした） 電話：03-3357-3377
e-mail：somu@fits-tyo.com

富士国際旅行社 旅行業務スタッフ
社員募集

① 2006年４月以降働ける方

② 2007年３月卒業見込みの方

③ 年齢25歳位までの転職希望の方

◆応募締め切り
①～③　2006年４月末
〈１〉履歴書　
〈２〉自己紹介・志望動機（自筆800字位）
をお送り下さい。

職種：海外国内旅行業務全般

パート・アルバイト募集

◎学生（二部学生歓迎）◎30歳位までの方

◎週３日以上勤務できる方

9：30～18：00で実働５時間以上
時給：870円～（経験による）
交通費支給（規定による）

●お電話の上、履歴書をお送り下さい。

旅行業務（事務・ＰＣ入力・デリバリー等）

Peace

Green

Humanity
募
集

キャンティワインの故郷を歩く街中が博物館・美術館のような4都を巡る

4月15日発　390,000円
5月13日発　410,000円
6月17日発　442,000円
定員：20名（最低実施：10名）
成田5ミラノ①7ヴェネチア②7フィレン
ツェ②ローマ②5①成田
★厳選した地の利の良いホテル、経験豊かなガイ
ド陣
★４都で
楽しめ
る郷土
料理
★自由行
動もた
っぷり

5 月6日発 405,000円
10月14日発　380,000円
定員：20名（最低実施：10名）
成田5ローマ①5エリーチェ①6アグリジ
ェント②6シラクーザ②6タオルミーナ②
5①成田
★遺跡の宝庫アグリジェン
ト、シラクーザで2連泊
★シチリア最高峰のエトナ
山からの眺望、海のリゾ
ート・タオル
ミナでの
休日を
お楽し
みいただ
けます。

地中海文明の十字路　オレンジやレモンの花咲く

4月15日発　380,000円　
5月13日発　390,000円
6月17日発　420,000円
定員：20名（最低実施：10名）
成田5ビエッラ③6アルバ②6カネッリ②
5①成田
★小さい町は素晴らしい！　小都ビエッラ、アル
バを徒歩で散策
★アグリツーリズモで2泊：
農場のワインや食事を堪能
★バローロやグリンツァーネ
のぶどう畑とカンティーナ
を訪問
★食のピエモンテ、ハーブ、チ
ーズ、牛乳、バター、クレソ
ンなど春の素材を賞味

4月12日発　338,000円
5月10日発　353,000円
10月4日発　346,000円
10月13日発　364,000円　
成田5フィレンツェ②6トスカーナのアグリ
ツーリズモやヒストリカルホテル④6オルビエ
ート②ローマ5①成田
★キャンティ地方のブド
ウ畑とオリーブ畑を縫
ってウォーキング
★トスカーナの郷土料
理とワインをアグリ
ツーリズムで堪能
★ウンブリアの丘の上
の街オルビエートで
のんびり休日

雄大な自然と洗練された文化、歴史と町つくりを探る

フィレンツェ

各コース
12名様
限定募集

『いい旅いい仲間』30号・創刊10周年記念

海外 ベトナム南部・５日間
ホーチミン市とマングローブのカンザー ＊別刷３面広告掲載の企画
１名様（5月6日～6月30日の任意の出発日、成田、関西、福岡のいずれかの空港）

国内 南九州平和の旅・３日間
＊２面広告掲載の企画
１名様（5月28日発、羽田、伊丹のいずれかの空港から出発）

臨時特派員 募集
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2006年４月１日（７） いい旅いい仲間 第30号　

今
号
で
三
〇
号
に
な
り
ま
し

た
。
新
聞
づ
く
り
で
は
全
く
の
素

人
が
、
十
年
掛
け
て
、
少
し
は
新

聞
ら
し
い
も
の
を
作
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

何
よ
り
も
短
い
時
間
の
中
で
本

紙
に
原
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た

方
々
、
お
忙
し
い
中
で
取
材
に
快

く
応
じ
て
い
た
だ
い
た
方
々
、
そ

し
て
ご
愛
読
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
皆
様
の
叱
咤
激
励
に
ど
れ
ほ
ど

知
恵
と
力
を
い
た
だ
い
た
か
、
筆

舌
に
耐
え
ま
せ
ん
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

顔
か
ら
火
が
吹
き
出
そ
う
な
誤

字
脱
字
、
表
記
の
間
違
い
、
不
適

切
な
用
語
、
そ
し
て
入
稿
の
大
幅

な
遅
れ
な
ど
、
編
集
委
員
会
の
レ

ベ
ル
の
低
さ
を
、
文
句
ひ
と
つ
言

わ
ず
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
編

集
・
デ
ザ
イ
ン
の
島
田
美
香
さ

ん
、
工
程
の
遅
れ
を
急
ピ
ッ
チ
で

取
り
戻
し
て
く
だ
さ
っ
た
光
陽
メ

デ
ィ
ア
の
製
作
の
皆
さ
ん
に
御
礼

と
引
き
続
き
の
ご
援
助
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

当
社
の
経
営
理
念
『
富
士
国
際

旅
行
社
は
、
旅
行
業
務
を
つ
う
じ
、

平
和
な
世
界
、
民
主
的
な
社
会
の

実
現
に
貢
献
し
、
健
康
で
文
化
的

な
旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー
の
発
展
を
め

ざ
し
ま
す
。』
を
噛
み
締
め
、
次

の
十
年
を
め
ざ
し
ま
す
。

自
称
編
集
主
幹
は
、
今
号
を
持

っ
て
次
世
代
に
た
す
き
リ
レ
ー
を

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
Ｍ
Ｋ
）

こ
こ
三
十
年
の
間
に
、
フ
ラ
ン
ス

の
社
会
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

そ
の
起
点
と
な
っ
た
時
期
は
一
九
八

〇
年
代
半
ば
。
そ
れ
ま
で
は
国
営
テ

レ
ビ
が
三
チ
ャ
ン
ネ
ル
あ
っ
た
だ
け

で
す
が
、
そ
の
う
ち
一
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
民
間
と
な
り
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ

ー
ド
や
冷
凍
食
品
が
一
挙
に
普
及
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
職
を
身
に
つ
け

る
こ
と
よ
り
も
学
歴
だ
け
が
尊
重
さ

れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
が
失
わ
れ
始

め
た
の
で
す
。
あ
る
日
本
人
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
は
、
急
激
に
社
会
が
ア
メ

リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
時
期
だ
と
言
い

ま
す
。
ま
た
、
工
場
の
国
外
移
転
に

よ
る
失
業
増
大
な
ど
、
社
会
変
化
と

市
民
の
不
安
を
背
景
に
、
右
翼
政
党

が
躍
進
し
ま
し
た
。
一
九
八
六
年
の

あ
る
日
、「
移
民
排
斥
、
中
性
子
爆
弾

の
開
発
」
を
主
張
す
る
右
翼
政
党
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
見
て
、
不
安
に
な
っ

た
娘
が
私
に
次
々
質
問
を
投
げ
か
け

て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
人
種
差
別

や
戦
争
に
反
対
す
る
勇
気
と
未
来
へ

の
希
望
を
子
ど
も
達
に
持
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
、『
バ
バ
ロ
ン
伝
説
』
を
創

作
し
た
の
で
す
。

ユ
ニ
テ
共
和
国
で
、
唯
一
の
古
本

屋
を
営
む
オ
ル
ガ
と
舞
台
衣
装
制
作

家
エ
リ
ス
は
、
三
人
の
息
子
に
恵
ま

れ
ま
す
。
し
っ
か
り
者
の
長
男
、
の

ん
び
り
し
た
次
男
、
神
童
の
三
男
。

し
か
し
、
母
親
の
エ
リ
ス
が
急
死
し
、

次
男
は
『
夢
み
る
バ
バ
ロ
ン
』
の
渾

名
通
り
、
ま
す
ま
す
ぼ
ん
や
り
し
て

い
る
時
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
一
方
、

父
親
の
オ
ル
ガ
は
毎
夜
ふ
ら
ふ
ら
出

歩
く
よ
う
に
な
り
‥
‥
。
し
か
し
、

妻
の
死
後
一
年
経
っ
た
と
き
、
オ
ル

ガ
は
三
人
の
息
子
に
『
人
な
き
人
影

の
街
』
へ
の
旅
を
提
案
し
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
関
心
を
示
し
た
の
は
バ
バ

ロ
ン
だ
け
。

バ
バ
ロ
ン
の
使
命
は
、『
人
な
き

人
影
の
街
』
を
探
し
出
し
、
あ
る
科

学
者
の
遺
言
を
持
っ
て
く
る
こ
と
で

し
た
。
困
難
な
使
命
の
手
助
け
と
し

て
、
オ
ル
ガ
は
バ
バ
ロ
ン
に
二
つ
の

宝
を
与
え
ま
す
。
こ
の
宝
を
駆
使
し
、

バ
バ
ロ
ン
は
様
々
な
国
を
訪
れ
ま
す

が
、
あ
る
日
、「
黒
星
人
（
く
ろ
ぼ
し

び
と
）
の
村
」
に
住
む
美
声
の
少
女

と
出
会
い
‥
‥
。

「
そ
れ
か
ら
、
バ
バ
ロ
ン
は
ど
う
な
っ

た
の
」
と
毎
晩
せ
が
む
子
ど
も
の
た

め
に
、
い
た
る
所
で
話
の
続
き
を
書

い
た
記
憶
は
今
も
懐
か
し
く
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
話
が
完
結
し
た
と
き
、

大
人
に
も
読
み
応
え
が
あ
る
よ
う
に

書
き
ま
と
め
ま
し
た
が
、
原
稿
は
ず

っ
と
引
き
出
し
の
中
に
眠
っ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
物
語
が
陽
の
目
を
み
る
契
機

と
な
っ
た
の
は
、
拙
著
『
フ
ラ
ン
ス

の
空
に
平
和
の
つ
る
が
舞
う
と
き
』

(

柏
書
房)

の
編
集
者
に
、『
バ
バ
ロ
ン

伝
説
』
を
一
読
し
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
、
熱
心
に
出
版
を
薦
め
て
く
だ

さ
っ
た
か
ら
で
し
た
。
二
十
年
前
に

創
作
し
た
物
語
と
は
言
え
、
今
日
の

世
界
状
況
を
見
る
と
き
、『
バ
バ
ロ
ン

伝
説
』
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
差
別
・

平
和
・
環
境
」
問
題
は
さ
ら
に
現
代

性
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
小
説
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に

も
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
伝
え
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。美

帆
　
シ
ボ

平和と希望のメッセージ

『ババロン伝説』
出版社：柏艪舎　価格：1,524円（＋税） 発売日：4月上旬

生
ま
れ
て
か
ら
二
十
二
度
目
、

入
社
し
て
か
ら
初
め
て
の
春
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
の
片
田
舎
で
、
家
の
周
り

に
広
が
る
田
ん
ぼ
の
中
を
真
っ
黒

に
な
り
な
が
ら
、
駆
け
回
っ
て
い

た
子
ど
も
の
頃
。
福
祉
や
保
育
、

医
療
の
現
場
で
働
く
両
親
や
姉
た

ち
の
中
で
、
自
由
奔
放
に
育
て
ら

れ
、
幼
い
頃
は
社
会
的
に
弱
い
立

場
の
人
と
と
も
に
生
き
て
い
た

「
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
」
に
憧
れ
な
が

ら
、
い
つ
か
自
分
も
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
私
が
働
い

て
い
る
の
は
旅
行
会
社
。
マ
ザ
ー

テ
レ
サ
の
い
た
イ
ン
ド
で
も
な
け

れ
ば
、
姉
た
ち
の
い
る
保
育
園
で

も
病
院
で
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど

こ
こ
は
観
光
地
だ
け
を
ご
案
内
す

る
旅
行
会
社
で
は
な
く
、『
平

和
･
福
祉
･
環
境
』
を
テ
ー
マ
に

し
た
旅
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
今
私
は
よ
り
よ
い
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い

る
お
客
様
、
現
地
の
方
々
の
「
知

る
」「
伝
え
る
」
を
お
手
伝
い
す

る
た
め
、
海
外
旅
行
の
手
続
き
や

手
配
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
に
憧
れ
て
い
た
「
マ
ザ

ー
テ
レ
サ
」
に
は
な
れ
て
い
な
い

け
れ
ど
、
私
は
旅
を
通
し
て
お
客

様
の
お
役
に
立
ち
、
社
会
進
歩
に

貢
献
す
る
こ
と
で
夢
を
叶
え
ま
す
。

今
後
皆
様
と
お
目
に
か
か
る
機

会
も
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
経
験
も
浅
く
い
た
ら

な
い
点
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

尾島 礼子
（営業部１課）

「サダコと折り鶴」展で子どもたちに説明をする美帆シボ（2005年）

パリの「平和サロン」にて

著
者
紹
介

一
九
四
九
年
生
ま
れ
。
静
岡
県

出
身
。
早
稲
田
大
学
西
洋
史
学
科

卒
業
後
、
語
学
留
学
の
た
め
渡
仏

し
、
そ
の
と
き
知
り
合
っ
た
ミ
ッ

シ
ェ
ル
・
シ
ボ
氏
と
結
婚
。
反

核
・
反
戦
平
和
の
集
会
や
国
際
会

議
の
企
画
に
携
わ
っ
た
り
、
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
招
待
さ
れ
る
な
ど
、

日
本
各
地
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン

ス
語
圏
で
も
活
動
を
行
な
っ
て
い

る
。
フ
ラ
ン
ス
在
住
。

著
書
に
『
つ
る
に
の
っ
て
　
と

も
子
の
冒
険
』（
金
の
星
社
）、『
ピ

ー
ス
・
ア
ニ
メ
を
創
る
』（
か
も
が

わ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）、『
核
実
験
と

フ
ラ
ン
ス
人
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
）、『
ジ
ャ
ン
・
リ
ュ
ル
サ
　
世

界
の
歌
』（
文
渓
堂
）、『
フ
ラ
ン
ス

の
空
に
平
和
の
つ
る
が
舞
う
と
き
』

（
柏
書
房
）、
翻
訳
物
と
し
て
『
番

号
の
い
れ
ず
み
』（
平
和
の
ア
ト
リ

エ
）
な
ど
が
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年

度
『
朝
日
歌
檀
賞
』
受
賞
。

10月15日（日）～23日（月）8日間（5月発表）
★環境先進国デンマーク・ユトランド半島にある風のがっこう（ス
テファン・ケンジ・鈴木氏）主催する研修センターで、環境・エ
ネルギー政策の背景から具体的事例を研修します。

★再生可能エネルギーの開発・研究・教育センター訪問
★「生ごみ」等を利用するバイオマスプラントを見学。

エコ・ツアー　デンマーク　予告編

5月12日（金）～20日（土）425,000円
8月18日（金）～26日（土）485,000円
★フランスの地方自治体は約36,000。世界で一番自治体の多い国
です。ＥＵ統合に伴い、地方自治があらためて見直されています。
★フランスの自治制度をパリの近郊革新自治体、リヨンの大都市圏
と、その中での独自の自治体制度を見学。
★交通政策の進むストラスブールと小さな自治体を視察します。
①東京・成田発5ストラスブールへ＜ストラスブール2泊＞②午
前：トラムによる交通政策と地域活性化視察　午後：アルザスワイ
ン街道視察（ワイン工場など見学）③午後：ストラスブール7ロ
ーヌアルプ州都リヨンへ＜リヨン3泊＞④終日：フランス自治体視
察（1）＝リヨン大都市圏計画課による、都市計画の考え方につい
て、リヨン近郊自治体訪問など⑤午前または午後：フランスの小さ
な自治体訪問⑥リヨン5（または7）パリへ　着後、パリ市内
視察＜パリ2泊＞⑦終日：フランス自治体視察（2）＝パリ近郊自
治体を訪問し、自治体間の協力や独自の運動を見学⑧午前または午
後：パリ5＜機中泊＞⑨5東京・成田着

フランスの元気な自治体に学ぶ

6月18日（日）～25日（日）393,000円
8月20日（日）～27日（日）455,000円
9月17日（日）～24日（日）426,000円
★デンマークのフォルケホイスコーレ（国民高等学校）は成人教育
（生涯学習）のための施設です。日本の事情も知る福祉の専門家
により、福祉全般の研修から高齢者・障害者介護、自治体での福
祉政策の考え方、補助器具の使い方など研修します。お申込みの
際のアンケートに沿い、研修いたします。
①成田発5コペンハーゲン6ニュークピング・ファルスター市
へ＜ベリンゲ福祉アカデミー宿舎5泊＞②～⑤終日：福祉研修＊オ
リエンテーション＊福祉制度のレクチャーと質疑応答＊県立または
市立の各施設（高齢者や障害者など）見学＊在宅介護（予定）＊補
助器具センター等。＊各夕食後、反省会＊さよならパーティー⑥ニ
ュークピング・ファルスター市6コペンハーゲン　着後：コペン
ハーゲン市内見学＜コペンハーゲン1泊＞⑦コペンハーゲン5＜
機中泊＞⑧5東京・成田着

北欧デンマークで福祉を専門的に学ぶ

風のがっこう研修センター
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若
い
人
た
ち
が
元
気
で
す
。

世
界
に
ト
モ
ダ
チ
の
輪
を
広
げ
た

い
！
　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も

た
ち
を
日
本
に
呼
ん
で
、
サ
ー
カ
ス

の
無
料
公
演
を
し
て
し
ま
お
う
と
活

動
し
て
い
る
今
川
さ
ん
に
思
い
を
聞

き
ま
し
た
。

長
い
戦
火
の
下
、
歌
う
こ
と
も
笑

う
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
た
子
ど
も

た
ち
が
い
ま
す
。

「
内
戦
に
よ
る
分
断
は
、
今
の
日

本
社
会
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。」

―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん
な
の
夢
の
音
楽

隊
代
表
、
昨
年
夏
に
著
書
「
ト
モ
ダ

チ
ニ
ナ
ル
タ
メ
ニ
」（
新
日
本
出
版
社
）

で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状
と
自
ら

の
活
動
を
記
し
た
今
川
夏
如
さ
ん
は

語
り
ま
す
。

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
行
く
の
は

援
助
で
も
国
際
支
援
で
も
な
く
、
現

地
の
人
と
一
緒
に
何
か
を
つ
く
り
上

げ
る
た
め
で
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

を
こ
れ
か
ら
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い

う
『
ト
モ
ダ
チ
』
の
手
伝
い
を
し
た

い
と
思
う
の
は
自
然
な
感
情
。
僕
が

好
き
な
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
み
ん
な

に
見
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
現

地
が
安
全
で
あ
る
こ
と
が
必
要
だ
か

ら
治
安
の
回
復
も
急
務
。
そ
の
た
め

の
協
力
も
し
て
い
き
た
い
。」

今
川
さ
ん
の
活
動
場
所
は
あ
く
ま

で
自
分
の
周
り
、
自
分
の
『
ト
モ
ダ

チ
』
の
周
り
で
す
。
地
域
の
人
た
ち

が
歌
や
芸
術
を
通
じ
て
自
分
た
ち
の

生
き
る
場
所
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
っ

た
ら
よ
い
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、

「
信
頼
関
係
を
築
き
が
た
い
世
の
中

で
、
芸
術
を
通
し
た
交
流
を
広
げ
た

い
。
体
験
、
交
流
を
通
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
違
い
を
認
識
し
て
、
そ
れ
を
越

え
る
こ
と
で
『
ト
モ
ダ
チ
』
に

な
れ
る
。」

「
僕
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ

る
。」
そ
の
思
い
が
こ
れ
か
ら
の

国
の
未
来
を
つ
く
っ
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
。
今
川
さ
ん
が

日
本
で
の
活
動
を
通
し
て
、
ま

た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も

た
ち
と
交
流
す
る
中
で
得
た
確

信
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を

つ
く
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
が
、
笑

い
を
広
げ
、
サ
ー
カ
ス
を
と
お
し
て

手
を
洗
う
こ
と
の
大
切
さ
や
蚊
が
運

ぶ
マ
ラ
リ
ア
の
怖
さ
を
教
育
し
て
い

ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も

た
ち
を
呼
ん
で
日
本
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
交
流
さ
せ
た
い
。
子
ど
も
た
ち

に
達
成
感
と
自
信
を
持
っ
て
帰
っ
て

欲
し
い
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど

も
た
ち
と
『
ト
モ
ダ
チ
』
に
な
る
日

本
人
が
増
え
て
欲
し
い
。
大
き
な
夢

を
抱
え
、
今
川
さ
ん
は
仲
間
た
ち
と
、

夏
の
準
備
の
た
め
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
へ
向
け
て
旅
立
ち
ま
し
た
。

こ
の
夏
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子

ど
も
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
す
。
来
日

無
料
公
演
実
現
の
た
め
の
協
賛
金
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

取
材
を
す
る
二
日
前
、
今
川
さ
ん

た
ち
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ

レ
ー
や
色
と
り
ど
り
の
衣
装
や
写
真

が
並
ぶ
な
か
、
一
緒
に
音
楽
を
演
奏

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
会
場
が
一

体
と
な
っ
て
つ
く
る
歌
は
、
演
奏
し

て
い
て
と
て
も
気
持
ち
が
良
い
も
の

で
す
。
夏
に
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
歌
う

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
と
、
胸
が
わ

く
わ
く
し
て
き
ま
し
た
。

公演成功のための協賛金詳細

１口500円　 ※なるべく２口以上でお願いいたしま

す。できれば６口以上いただけると幸いです。ご協力

いただいたみなさまには、ＭＭＣＣ来日公演の詳細

（日程、公演先、交流イベントなど）が確定し次第、

ご連絡いたします。また、公演期間中の共通パンフレ

ットにお名前を掲載させていただきます。

●郵便振替

00160-8 -352345
特定非営利活動法人みんなの夢の音楽隊
※通信欄に「JAPAN-MMCC協賛金」と明記してください。

30万円でアフガニスタンからの渡航費用、滞在費一

人分をまかなうことができます。今回は子ども12人

（男の子６人女の子６人）おとな５人（スタッフとミ

ュージシャン）の来日を予定しています。子どもたち

のスポンサーになってくれる企業を募集しています。

●問い合わせ先

JAPAN-MMCC
〒350-1109 埼玉県川越市霞ヶ関北2-1-47
NPO法人みんなの夢の音楽隊内

TEL/FAX：049-232-5690 E-mai l：info@japan.mmcc.com
※www.japan-mmcc.comで詳しい情報をご覧下さい。

今川夏如（いまがわ　なつゆき）・プロフィール

1978年東京生まれ。2002年３月東京国際大学卒。埼玉
県を中心に音楽活動を行うとともに、アフガニスタン
で撮影した写真を使ったポストカードやカレンダーを
製作。NPO法人「みんなの夢の音楽隊」理事長。アフ
ガニスタンで活動するNGO・Mobile Mini Circus for
Childrenの日本での窓口も務める。
メールアドレスは、yumeuta@yumeuta . com
「取材目的でなく、アフガニスタンへ遊びに行きたい人、
連絡ください」と読者へのメッセージをもらいました。

蚊に扮してマラリアの脅威を伝える

NPOでつなぐ 人と人NPOでつなぐ 人と人

個人・団体

協賛金

団体・企業

応援広告


